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研修報告書

	所　　属　　南山苑３階介護グループ　　　　職　種　介護福祉士　　　　氏　名　河原　範之

	期　　間　　平成　２４年　１２月１８日　～　平成　２４年　１２月１９日

	出張目的　　介護・福祉職員対象研修会へ参加の為

	出 張 先　　八戸市総合福祉会館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【一日目】

＜介護職員のメンタルマネジメント＞～介護の仕事とプロフェッショナル～

講師：ケアタウン総合研究所　　高室　成幸

○感情労働とケアワークの特徴

①「対人援助」の仕事の特徴　　　　　②｢ケア｣の仕事の特徴

· 職員満足度とモチベーション

1 介護・医療・福祉職が｢福祉・介護職｣を選ぶ動機の違い

2 ｢職員別満足感｣の違い　　　　　　　

3 プロフェッショナルな職業人の専門性・基礎能力・姿勢・態度・実務能力について

4 人材育成の方法

· 感情労働とストレスマネジメント

①「2種類のストレス」　　　　　②「ケア」の仕事の「ストレス原因」

③「ケア」の仕事のストレス

· 「燃え尽き症候群」と「プチ燃え尽き」予備軍

①「燃え尽き」の症状　　　　　　②プチ「燃え尽き」予備軍

③「燃え尽き」となりやすい人のタイプ

○自己覚知と｢モチベーション技術｣

　　①「個人的」要因　　　　　　　　②「緩衝材」（クッション）

　　②「緩衝材」（クッション）　　　　③2つのモチベーション

　　④可能性思考に発想転換　　　　　⑤モチベーション「5つのキーワード」

【考察】

この介護という職種について今までは漠然と難しい職業としか考えていなかった。その難しい職業ということを言葉にして講師の方から出てくる説明に何度もうなずく場面が多くあった。若い職員へ指導する立場になりましたが、仕事の内容や外見ばかりでその場面での心理や感情までは配慮できていなかったと感じた。そして、数多くの職員を悩ませている「ストレス」という言葉。身近な職員が苦しんでいる現状もあり、大変重要な講習でした。利用者の重度化・職場の人間関係・制度ケアの変化・介護事故・苦情クレーム・家族の高齢化と様々な「ストレス原因」があり、どれも必ず発生するものであるし乗り越えなければならない事でした。今後は「ストレス」から「モチベーション」への転換を図り、より強い介護職員を増やしたいと思う。

【二日目】

＜チームケアを支える人材の採用と育成＞～職員に選ばれる職場づくり～

講師：ケアタウン総合研究所　　高室　成幸

· ケアサービスの特質と「自律型」人材の育成

①「ケアサービス」の特質

· 「面接」からはじめる「人材育成」

①「面接」手法　　　　　②「面接着眼点」

③面接「10の質問」

○「人材育成」の領域と手法

　　①「人材育成」の領域　　　　②2つのモチベーション

　　③｢新人育成｣の勘所　　　　　④「やる気育成」の勘所

　　⑤モチベーション「5つのキーワード」　　⑥3つのマニュアルスタイル

· 「辞めたい」と相談を受けた時の対応方法～慌てない、動揺しない、逆転発想で対応する～

1 退職後のキャリアビジョンを一緒に考える　②「猶予期間」に成功体験＆チームで対応

③「連鎖退職」の流れを断ち切る対処法　　　④「立場別」退職希望者の課題と対応法

【考察】

二日目の研修内容は、「面接」などのまだ自分が立場上関わりが薄い部分が多かったが「人材育成」は自分のなかでとても重要なテーマだった。年代にギャップが多い職種でもあり、職場でも実際に悩まされており今後も平成生まれの職員が増えつづける事を考えると自分の現在の会話能力だけでは足りないと実感していた。講師の方からは、介護の質を高める一番の方法として「新人育成」が挙げられておりとても重要な事だと再確認できた。と同時に5年以上の経験者は初心を忘れてしまうとはっきり伝えられ、自分に重ね忘れていないとは言えませんでした。これにより立ち止まって振り返ることの重要性も理解できた。「面接」手法や「10の質問」は面接を受けた当時を思い出していましたが当法人と殆ど変わりなかったと思います。

　終わりに今回の研修は4人1グループによるグループワークが随所に設けられており、テキストも書き込みしきとなっていて伝え方も勉強になった。また、他施設や他職種との交流もあり大変刺激を受け自分のモチベーションアップに繋がったと思います。

